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１．概要（Summary）

酸化物結晶同士を直接接合又は、接着層を介して接

合すれば機械的、電気特性が改善されることが考えられ

るため、低温接合技術を用い機能改善の可能性を検討し

た。 [1]。今回、低温での接合を目指し、早稲田大学

NTRC の設備を利用して、酸化物結晶の接合性を検証し

た。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】 クリーンルーム×２、接合装置

【供試材】

  酸化物結晶基板

  φ4 inch LiTaO3 基板、φ4 inch Quartz 基板

【実験方法】

酸化物結晶基板を精密洗浄後、表面処理を行い、常

温下で自発接合を行い、その後、接合強度を増加させる

目的で以下の条件で熱処理を行い評価した。

作製したサンプルは以下の通り：

（１）LiTaO3 基板/Quartz 基板、熱処理温度 50℃

（２）LiTaO3 基板/Quartz 基板、熱処理温度 100℃

（３）LiTaO3 基板/Quartz 基板、熱処理温度 150℃

３．結果と考察（Results and Discussion）

どの条件においても接合はされているが、（３）のサン

プルにおいて接合強度が 10M ㎩という良好な値を得た。

Fig. 1 に自発接合し、熱処理したサンプルの外観写真

を示す。さらに自社にて電子顕微鏡を用い、接合部の観

察を行った。 Fig. 2 に接合箇所の観察画像を示す。

Fig. 1 Pictures of LiTaO3/Quartz

Fig. 2 SEM image of bonded area,

４．その他・特記事項（Others）

本研究を進めるにあたり、ご協力頂きました早稲田大学

ナノ理工学専攻修士 2 年の須崎遥さん、及びナノ・ライフ

創新研究機構 水野潤研究院教授に謝意を示します。

・関連論文

(1) LiTaO3・LiNbO3 薄板と水晶接合による SAW デバイ

ス特性向上( Improvement of Surface Acoustic 
Waves Property on LiTaO3 or LiNbO3 Thin Plate 
bonded to Quartz Substrate)

  栗本浩平、大崎智、岸田和人、米内敏文、水野潤、垣

尾省司（日本製鋼所技報 2017 No.６８）
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５．論文・学会発表（Publication/Presentation）

なし。

６．関連特許（Patent）
(1)栗本浩平，岸田和人、茅野林造他、“接合基板、弾性

表面波素子、弾性表面波素子デバイスおよび接合基

板の製造方法”，特開 2017117281，平成 29 年６月

14 日


